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二重偏波レーダネットワークにおける降雨減衰補正手法の開発
Development of precipitation attenuation correction technique in a dual-pol radar network
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竜巻や突発的な集中豪雨等のシビア現象によってもたらされる自然災害の発生が近年増加傾向にあり，低層の
降水情報に対する迅速かつ正確な把握の必要性から，X帯二重偏波レーダネットワークによる気象観測が近年主
流となっている．X帯二重偏波レーダネットワークによる観測で得られるレーダ反射因子差ZDR，比偏波間位相
差KDP，偏波間相関係数ρHV等の偏波パラメータにより，単一偏波観測では知り得なかった上空の降水粒子判
別，雨滴粒径分布推定，降雨量推定が可能となっている． 
偏波パラメータの一つであるKDPは前方散乱の偏波間位相差の積算量ΦDPを距離微分した値として算出される
が，実際に観測される位相差ΨDPは，観測レンジにおける後方散乱によって生じる位相差δcoを含んだ値となって
おり，強雨域でδcoが非ゼロの値を持つX帯において，KDPの算出にはδcoの除去が不可欠である．また，X帯では強
雨域において激しい降雨減衰が発生する事が問題となっており，ZDRもその影響を受けて減衰する．現在KDPやΦDP
を用いた減衰補正が用いられているが，正確な降雨減衰補正のためには正確なδcoの除去が必要となる． 
δcoとZDRは強い相関を持つ事が知られており，単体レーダにおいてこの関係を用いてδcoを再帰的に除去するアル
ゴリズムは提案されているが，アルゴリズム内における関係式の係数値は固定されており，雨滴粒径分布に
よって変化する事が考慮されていない．本研究では，二重偏波レーダネットワークにおけるδcoの影響を考慮し
たZDRの減衰補正手法について検討した．
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